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ミニハウス栽培

だいこん（春） スナックえんどう

だいこん春

播種

・２０日前に元肥を施し、深く耕起して畦をつくる。特に耕土の浅い土、水田は高畦とする

・ 条間３０ 株間２５ の千鳥に一穴３粒蒔き、１ 位覆土する。cm cm cm

間引き

・本葉２～３枚の頃２本にする

・本葉５～６枚の頃１本立てとする

（間引きが遅れると根形異常が起きる）

温度管理

・播種～本葉１枚までは３０℃（厳寒期は密閉）

・本葉２枚以降１０枚までは日中２５～３０℃

・本葉１０枚以降は２０℃で管理する
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ミニハウス栽培

スナックえんどう

圃場条件

・排水不良地では湿害を受け易い。

・いや地対策は 年以上の休耕が必要であるが、太陽熱消毒が有効である。5
・土壌酸度は ～ が適しており、酸性には弱い。pH6 6.5
・有効態燐酸を高める。

畦作りとマルチ

・畦幅 ㎝ 水田では ～ ㎝の高畦とする。120 30 35
・マルチ張り 雑草対策と地温確保のため行う。

黒マルチ ㎝× ㎜× ｍ（ 本）135 0.02 200 4

播種

・株間 ㎝の 条播き40 1
・マルチに直径 ～ ㎝の穴を開け、 ヶ所 ～ 粒播き7 8 1 3 5
・覆土は ㎝程度1

10a 4 5L・ 当たりの播種量 ～

仮支柱たて

・草丈 ～ ㎝の時、長さ ㎝程度の竹を株元にたてて誘引する。15 20 30

ネット張り

・えんどうのツルが伸び始める頃、ネットの高さ ｍ1.5

整枝

・主枝と第一次分枝が開花が多く、二次以降は少ない。

・主枝と第一次分枝２～３本残し、１ヶ所 本内外のツルにすると、通風採光が良い。10

生育適温

・生育、結さやの適温は ～ ℃で、 ℃以下になると開花しても結さやしない。15 20 5

追肥・灌水

・樹勢を見ながら灌水、追肥を行う。追肥には ２を１回に 程度を施用する。OKF 10kg/10a
１回目……結莢開始期

２回目……収穫始め

３回目……２回目追肥後１ヶ月目

収穫

・開花後 日頃25


